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水辺の事故の現状と分析 
～安全・安心に水と親しむために～ 
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調査の背景 
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調査の背景 

・水辺の事故に関する報道 
・海は“危険”というイメージ 

・安全に水に親しむ術・知識の不足 

小学生時代に海に行った経験 

「平均年1日以下」10代で6割 
（2017年・日本財団調査より） 
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今回の分析調査について 
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海 

河川・ 
湖沼・池 

分析に使用したデータ 

海上保安庁  
「海難の現況と対策」 
平成24年～平成28年 

警察庁 
「水難の概況」 

平成24年～平成28年 

日本ライフセービング協会 
「ANNUAL REPORT（2012 – 2016）」 

海水浴場 
（一部） 

自然環境における水難事故の 
統計データの全体像を把握 



①マリンレジャー中の事故 
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海で起こる事故とは 

②散歩中の海中転落など ③乗船中の海中転落など 

 

   遊泳      浜遊び    シュノーケル 
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毎年約1,000人の水辺の死亡事故が発生 
うち約700人は海での死亡事故 
海水浴客は年々減る一方で、海での死亡事故は横ばい 

水辺（海）の事故での死亡者数 

出典：日本生産性本部「レジャー白書」 
出典：海データ：海上保安庁「海難の現況と対策」平成24年～平成28年 
   河川・湖沼池データ：警察庁「水難の概況」平成24年～平成28年 
  

※河川・湖沼池データ：平成24年-平成27年（2012-2015）は行方不明者も含む（年平均 約14名） 
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出典：海上保安庁「海難の現況と対策」 

海の事故で亡くなった子どもの人数 

過去5年で平均すると、 
毎年約30人の子どもたちが 
海の事故で亡くなっている 

出典：警察庁「水難の概況」 
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海での事故が多発する時期 

毎年7月～8月が要注意 
マリンレジャーにともなう事故は7月～8月に急増する 

出典：海上保安庁「海難の現況と対策」平成24年-28 年年総計 
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出典：日本ライフセービング協会 ANNUAL REPORT 

海水浴場における年間の救助件数 

毎年2,000件～3,000件の救助事例が 
報告されている 
（ライフセーバーのいる海水浴場は、全国で約15％） 
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遊泳状況がわかっている欠損なしデータ 
240名で検証 

死亡事故が起きた状況① 

安全そうな状況であっても死亡事故は起きる 
「晴れている」「遊泳可能な海水浴場」「複数人での行動」 

で死亡事故は起きている 

海上保安庁「海難の現況と対策」 
過去5年（平成24年～28年）7-8月遊泳中の死亡事故405名で検証 
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死亡事故が起きた状況② 

事故は他人事ではない 
遊泳禁止区域での遊泳など危険な行動に伴う事故に比べて、 

一般的な行動下で事故に遭う人のほうが多い 

データ分析対象：海上保安庁「海難の現況と対策」 
過去5年（平成24年～28年）7-8月遊泳中の死亡事故405名で検証 

＜例＞ 
・遊泳禁止区域で遊泳 
・遊泳不可の海水浴場 
 で遊泳 
・飲酒をしての遊泳 

＜例＞ 
・ぴょんぴょんはねて遊んで  
 いたら深みにはまってしまった 
・泳いでいたら足がつって 
 しまいパニックをおこした 
・泳いでいたら気づかぬうちに 
 離岸流に流された など 
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よくある事故事例 －浮き具－ 

出典：日本ライフセービング協会  ANNUAL REPORT2016 

※2016年、ライフセーバーが活動した日本全国204海水浴場における軽溺者の救助件数 

「浮き具」がある場合でも事故に遭う 
溺者の半数が「浮き具」がある状態でも事故に遭い、 

救助されている 

【浮き具例】 



よくある事故事例 －シュノーケル－ 

シュノーケリング中の事故者数の 
約半数が死亡／行方不明に 
ライフジャケット非着用者が約9割と推察 

 海上保安庁「Summer Report 2017」 

＜シュノーケルで必ず守るべきこと＞ 

 

• 4点セット（水中マスク、フィン、 

 シュノーケリング、ライフジャケット） 

 を必ず身に着けること 

• シュノーケルクリアなど基本的な 

技術を見つけてから遊ぶこと 

• 複数人で行動すること 
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よくある事故事例 －離岸流－ 

 海上保安庁「Summer Report 2017」 

被救助者の約半数が「離岸流」に流されている 
「離岸流」とは、海岸に打ち寄せた波が 

沖に戻ろうとする時に発生する強い流れのこと 
日本のさまざまな海辺で起こる 

出典：日本ライフセービング協会 ANNUAL REPORT 
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ライフジャケット着用時の生存率 

ライフジャケット着用者の生存率は9割 
非着用者の生存率は4割 

平成28年度、船舶からの海中転落者の場合  
海上保安庁「平成28年 海難の現状と対策」 p.96 



19 

よくある事故事例 －飲酒－ 

「飲酒をして遊泳」の死亡事故者数は増加 
危険な行動のうち「飲酒をして遊泳」した人の 

遊泳中の死亡事故者数は増えている 

データ分析対象：海上保安庁「海難の現況と対策」 
過去5年（平成24年～28年）7-8月遊泳中の死亡事故405名で検証 
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水辺の事故を防ぐために必要な 
「3つのそなえ」 
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3つのそなえ 
① 知識の「そなえ」 

 例えば、人は一瞬で溺れてしまうことや、海でやってはいけないことを知る 

 

② 行動の「そなえ」 

 例えば、誰かが溺れていたら「助けに行かない」「すぐに通報」 

 「浮き具を投げる」などの、万が一のときの対応策を身につける 

 

③ 装備の「そなえ」 

 例えば、ライフジャケットなどの個人用浮き具を着用する 

水辺の事故を防ぐために必要なこと 
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日本財団の今後の取組み 

海（水辺）のそなえ普及活動の推進を行う 

プラットフォームの立ち上げ 

個人用浮き具着用の推進 
（ イノベーションを 

活用した新しい浮き具の開発) 

海（水辺）のそなえ体験 
イベントの全国展開 

海の安全に関する 
意識調査を親世代を 
中心に全国的に実施 

海外における 
海のそなえ事例の比較調査 

海（水辺）の 
そなえモデル自治体の創設 
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日本財団の今後の取組み ご協力者様への感謝 


